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第四中学校（３年生）沢
さわ

目
め

　真
まさ

直
なお

さん

「二刀流」

「僕の力がどこまで通用するか試したい」と、挑んだトッ

プアスリート発掘・育成事業※。選抜後、ボートは、持ち

前の身体能力で、わずか半年で全国優勝。「風や波を知り、

仲間と呼吸を合わせ、勝負をするのが醍醐味。ゴールした

時のブザー音が忘れられない」と大会を振り返ります。

一方、２歳から続けている民謡は、中学入学を期に、津

軽三味線に挑戦し、世界で活躍する「吉田兄弟」の吉
よし
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一郎先生に弟子入りすると、努力が実り、全国大会で好

成績を収めました。「同じ部分でも、わずかに違う音が鳴る。

まさに生きた楽器」と演奏の難しさを語ります。

「かっこいい兄でいたいから」

マメだらけの手で頑張る理由は、「５歳の弟にかっこい

い姿を見せたいから」と、弟の写真を手に、兄としての優

しい一面を見せてくれました。そんな沢目さんは、幼い頃

は努力することが大の苦手でした。「でも今は、何でも前向

きに挑戦していける。両親がそう育ててくれた」と感謝の

言葉を何度も口にしました。

現在は、ボートの日本代表選手をめざ

しつつ、全国各地で津軽三味線を演奏

中です！

第57回郷土民謡協会津軽三味線全国大会

合奏準優勝　個人第４位

「夢が叶ったよ」

10歳になると迎える「二分の一成人式」でプ

ロになると決意し、小学６年生の時に全国優勝

すると、中学１年生で日の丸を背負って、世界

大会へ挑戦しました。

今夏のプロテストでは全く緊張せず、強豪揃

ろいの中、高順位で堂々の一発合格を果たしま

した。大事な局面になると、持ち前の集中力を

発揮し、自己ベストが出るとか。小学生の頃の

自分に声を掛けるなら、「思い続けたら、夢が叶っ

たよ」と言いたいと、照れつつ話してくれました。

「頑張るあだちのみんなへ」

中学生の頃は、スコアばかりを気にし、大好きなゴ

ルフをやめたいと悩んでいたこともありました。それで

も、「父親が作った練習場に１日も欠かさず来ていた」

と、お母さん。プロとして活躍する現在は、「ゴルフを

楽しんでいます！応援してくれる方が増え、すごく嬉しい」

とのこと。そんな廣田プロから、「夢を叶えるなら、楽

しむことが一番大事！あとは、負けたくないと思う

こと！頑張っていれば、いつかきっと、うまくいく時

がくる」とあだちのみんなにエールをいただきました。

足立入谷小学校に在学時、「すご

いね！あだちのこどもたち Vol.3」

に登場。その後、数々の好成績を

収め、現在は、プロゴルファーと

して、大活躍中です。

▼小学生当時の記事
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「足立」から「世界」へ
・・・そしてプロへ
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特別編

あだち

すごいね！あだちのこどもたち 学校支援課　庶務係 ☎ 3880-5961
足立大好きインタビュー シティプロモーション課 ☎ 3880-5803

information

「あだち教育だより」にご意見・ご感想をお寄せください。 足立区教育委員会事務局　学校支援課　☎3880-5961　E-mail：kyoshokuin@city.adachi.tokyo.jp

※トップアスリート発掘・育成事業
オリンピックなどの国際舞台で活躍する選手の育成に向
け、才能あるジュニア選手を発掘・育成する東京都の事業。
都内の中学校を通じて広く周知し、実技・面接などの厳し
い選考を経てメンバーを選出。

足立大好きインタビュー 検 索

プロゴルファー 廣田 真優さんのお話の続きは、

区ホームページの「足立大好きインタビュー」で !!
みなさんの応援お待ちしております！
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